
第７回
鬼怒川・小貝川上流域大規模氾濫に関する

減災対策協議会

資料２

令和２年度の取組及び今後の取組について



１）ハード対策の主な取組

■洪水を河川内で安全に流す対策

【国の取り組み】

護岸整備（河岸侵食対策）等

鬼怒川の護岸整備（河岸侵食対策）等

平成29年12月撮影

関東地整

■ 石井出張所管内 下流部河道整備工事

下館河川

伐採着工前

伐採完了

伐採着工前

伐採完了
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１）ハード対策の主な取組

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

【国の取り組み】令和３年２月現在

雨量・水位等の観測データ及び洪水時の状況を把握・伝達するための基盤の整備
リスクが高い区間の水位情報をリアルタイムで自治体へ伝送する環境をＨ２８年度～整備

サーバー増設により鬼怒川・小貝川５９箇所のライブ映像を配信

CCTVカメラ

簡易水位計

CCTVカメラの配信継続（全５９箇所）

（拡大図）

クリックすると・・

＜下館河川事務所ＨＰにて配信中＞

関東地整

関東地整

下館河川
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１）ハード対策の主な取組

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

【国の取り組み】令和３年２月現在

簡易水位計や量水標、簡易型河川監視カメラの設置
簡易水位計や量水標、簡易型河川監視カメラを整備し、配信中

関東地整

簡易水位計観測のデータは、関係市町に提供を行う。
（観測範囲：堤防天端から約4～5ｍ程度）

簡易水位計

○ 簡易水位計 ５９箇所設置

関東地整

下館河川
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

水防災に関する説明会の開催
水防災に関する説明会を開催する

【国の取り組み】 関東地整

○出水期に係る対応等に関する連絡会・意見交換会を開催

首長との意見交換会（トップセミナー）
上三川町

別紙２－４下館河川

・水防災の意識の共有・再確認を図るため「関係機関向け説明会」を開催
⇒令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から「出水期に係る対応等に関する連絡会」は資料発送による開催としました
⇒R２．６．２５から関係市町を対象に首長との意見交換会（トップセミナー）を実施

出水期に係る対応等に関する連絡会（※写真はR元年度開催時）
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

出前講座等を活用した講習会の実施
出前講座等を活用し、水防災意識を高めるための講習会を実施する。

国土地理院浸水

【国の取り組み】 関東地整

『マイ・タイムライン作成講座を、YouTubeで生配信』

下館河川

『マイ・タイムラインリーダー認定講座（オンライン）を開催』

YouTube生配信の様子

【概要】一人ひとりの家族構成や生活環境にあった自分自身の
防災行動計画「マイ・タイムライン」を作る講座を新型コロナウ
イルス感染症拡大防止対策として、YouTubeで生配信しました
。

【開催日時】令和２年９月５日（土）１１時～約４０分

【講師】常総市出身の防災芸人赤プル（マイ・タイムライン
リーダーA級）

【概要】早期避難・逃げ遅れゼロの大切さをより多くの方
々に再度知ってもらえるようにマイ・タイムラインリーダ
ー認定講座を開催しました。初めてお天気キャスターを講
師に招き、新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、
オンライン（ZOOM）で実施。

【開催日時】令和２年１１月２８日（土）

①１０時～、②１３時～

【講師】お天気キャスター 菊池 真以さん

菊池講師による認定講座 ハザードマップの説明（常総市）
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写真

【具体事例】

水防災の意識の共有・再確認を図るため、水防団、市町、栃木県、国
が連携し、一般市民も参加した現地での「共同点検」を実施

※令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から資料発送による
開催としました。（写真はR元年度開催時）

沿川市町、栃木県、気象庁、関東地整

２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活
動の取組

■より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

水防団や地域住民が参加する洪水に対しリスクが高い区間の共同点検
毎年、国が実施している重要水防箇所等の共同点検に参加

45

上三川町 実施日06.05高根沢町 実施日06.04

塩谷町 実施日06.10

さくら市 実施日06.10

小山市 実施日06.19

下館河川

下野市 実施日06.06

平
成
二
八
年
度
か
ら
概
ね
五
年
で
実
施
す
る
機
関

宇都宮市

小山市

真岡市

矢板市

さくら市

下野市

上三川町

益子町

芳賀町

塩谷町

高根沢町

鬼
怒
川

小
貝
川

【令和２年度実施状況】

：R2年度未実施の機関
：R2年度実施の機関

：R3年度以降実施予定または対象なしの機関
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■ダム等の危機管理型の運用・ダムに係る情報提供について

事前放流の実施による治水容量の増強及び、鬼怒川４ダムの放流情報をイラスト
とライブカメラ映像で提供。

１）ハード対策の主な取組

【国の取り組み】 関東地整

鬼怒川ダム

ダム周辺に設置されて
いるカメラのライブ映像
も確認できます。

【事前放流】

大規模な洪水が予想される場合に、ダムに通常確保して
いる洪水調節容量に加え、水利用のための利水容量の貯
水を放流して、一時的に洪水調節容量に利用する取り組
みを鬼怒川では１３ダムで実施。

■詳しくは、鬼怒川ダム統合管理事務所ホームページをご確認下さい。
https://www.ktr.mlit.go.jp/kinudamu/kinudamu00729.html

言語切替で選択することで
ダム情報も多言語化されます。

利水容量

洪水調節容量
（洪水のために空けてある）

放流

（更に空ける）
利水容量から放流

利水容量を一時的に使用
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１）ハード対策の主な取組

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

●防災ラジオの整備

令和２年度の取組状況

宇都宮市 別紙２－１

○ 情報伝達体制の強化を図るため，昨年６月から防災ラジオの運用を開始しており，令和
２年度については広報誌や地域の方々が集まる会議や出前講座等の機会を活用し，普及
促進を図っており，着実に利用者が増加している。
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１）ハード対策の主な取組

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

●情報収集活動用ドローンの配備

令和２年度の取組状況

宇都宮市

○ 市消防局に情報収集活動用ドローンを令和３年１月末に配備する。
○ 消防隊員が立ち入ることが困難な場所の情報収集活動を充実させることが可能であり，被害
状況の把握，負傷者や要救助者の捜索に活用する。

○ 音声伝達システムによる広報活動が可能である。
○ 市災害対策本部や消防局への映像伝送が可能なため，局本部と現場が一体となった災害へ
の早期対応が実施可能である。

別紙２－１
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■ハザードマップの作成・周知等

●要配慮者利用施設の避難計画の検討・作成及び管理者への周知・啓発

宇都宮市 別紙２－３

令和元年度の取組状況

○関係部局が連携し，要配慮者利用施設への避難確保計画の作成・報告の支援体制を構築している。
○令和元年東日本台風の際には，各施設が計画に基づき，適切な避難行動を実施した。
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

●水防災に関する説明会の開催

宇都宮市 別紙２－４

令和２年度の取組状況

○ 各種団体や地域住民に対し，風水害対策に関する防災出前講座や研修・訓練等を実施
※ ２６件，１０３５人に実施（令和２年中）
【内容】災害対応に関する地域との連携及び避難所開設・運営について
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２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組

■より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

●自主防災組織の促進及び支援等の検討

宇都宮市 別紙２－５

令和２年度の取組状況

○ 自主防災会連絡会議を令和２年７月１４日（火）に実施した。
【議事】災害対応に関する地域との連携及び避難所開設・運営について

○ 地域まちづくり推進協議会全体会議を令和８月２６日（水）に実施した。
【議事】災害対応に関する地域との連携及び避難所開設・運営について

○ 各自主防災会役員・リーダーに向け，映像資料（ＤＶＤ）配布による研修を実施した。
【内容】災害対応に関する地域との連携

12



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■ハザードマップの作成・周知等

小山市 別紙２－２

令和２年度の取組状況

●要配慮者利用施設の避難計画の検討・作成及び管理者への周知・啓発
 要配慮者利用施設への避難計画の検討・作成及び管理者への周知啓発

障がい者福祉部局（福祉課）や高齢者福祉部局（地域包括ケア推進課）、保育所担当部局（こども
課）と情報を共有し、要配慮者利用施設の避難確保計画の作成をＨ２９年度から継続して促して
いる。（鬼怒川流域の地区の対象施設は過年度において提出済みのため、Ｒ２年度は提出無し）

受付日 施設名

令和2年6月11日 プラス・Ａデイサービスセンター

ＣＳＷおとめ

共同生活援助事業所　思川桜Ⅰ

共同生活援助事業所　思川桜Ⅱ

グループホームモンパレス　小山第－１号館

グループホームモンパレス　小山第－２号館

グループホームモンパレス　小山第－８号館

いちごの里　めぶきファーム

障がい者福祉ホーム　あおぞら

令和2年8月26日 グループホームあおやま　大行寺１号店

令和2年8月27日 放課後等デイサービスかんな

令和2年8月21日

【令和２年度の実績】
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

●小中学生を対象とした防災教育の実施及び教員へのサポート
 小学生を対象に防災教育の実施や授業への組み込みの際の教員へのサポートを実施

令和２年度の取組状況

例年、過去に水害を受けた経験のある地域の小学校を会場に、夏休みに「防災宿泊学習」を行っ
ていたが、コロナウイルスの影響により、実施することができなかった。

防災宿泊学習の代替として、会場の候補小学校であった網戸小学校向けの教材を市教委で作
成・提供し、学校の授業等で活用していただくこととした。（令和3年1月に5年生で実施予定）
教材の内容としては、水害の起こり方、網戸地区の水害の危険性、避難するための準備等につい
て学び、マイ・タイムラインを作成していくものである。（「マイ・タイムライン」については、下館河川
事務所作成資料を参考にした。）その他、防災グッズづくりや防災クイズなどもあり、授業や避難訓
練後の振り返り等でも活用を図れるようにしている。

小山市

防災教材のメニュー画面 地域の水害の危険性を学ぶ
画面の例

マイ・タイムライン作成について
学ぶ画面の例

別紙２－４
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■共助の仕組み強化のための取組

小山市 別紙２－５

令和２年度の取組状況

●地域包括支援センターにハザードマップの掲示や防災関連のパンフレット等を設置
 地域包括支援センターにハザードマップの掲示や避難訓練のお知らせ等のパンフレット等を設置

地域包括支援センターを所管する小山市地域包括ケア推進課に協力を依頼し、市内の地域包括
支援センター全てに栃木県危機管理課が作成した「５段階の警戒レベルの周知チラシ」及び、下館
河川事務所が作成した「豪雨への備えは万全ですか？」を設置し、風水害時における高齢者等の
避難に関して注意喚起を行った。
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■共助の仕組み強化のための取組

小山市 別紙２－５

令和２年度の取組状況

●地域包括支援センターにハザードマップの掲示や防災関連のパンフレット等を設置
 地域包括支援センターにハザードマップの掲示や避難訓練のお知らせ等のパンフレット等を設置

地域包括支援センターを所管する小山市地域包括ケア推進課に協力を依頼し、市内の地域包括
支援センターに小山市洪水ハザードマップを掲出し、風水害時における高齢者等の避難に関して
注意喚起を行った。
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■災害を我がことと考えるための取組

小山市 別紙２－６

令和２年度の取組状況

●水防災意識強化週間における集中的な水防災に関する普及・啓発活動の実施
 水防災意識強化週間に水防災に関するパネル展を実施

水防災に関する周知のため消防本部２階
危機管理課前に水防災意識週間に関す
るポスターを掲出し意識啓発を図った。
（令和２年度の小山市水防訓練において
周知を図る予定であったが、新型コロナウ
イルス感染症対策のため訓練を中止とし
たため会場での周知は行わなかった。）
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２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組

■より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

小山市 別紙２－７

令和２年度の取組状況

●自主防災組織の促進及び支援等の検討
 地域の住民が協力し合う自主防災組織の普及の促進及び支援等の検討の実施

地域防災力を高めるために、順次、市内の自主防災会の設立支援を行い、下記の４つの団体が
設立された。令和２年１２月末日時点で延べ５６の団体が設立された。各自主防災会では、災害に
備えて資機材を配備しており、各地域おける災害に対する備えを強化している。

２０２０年５月１０日 喜沢中部自主防災会設立 ２０２０年５月１６日 喜沢東部自主防災会設立
２０２０年５月１７日 下梁・西梁地区自主防災会設立 ２０２０年１２月１３日 泉ヶ丘自主防災会設立
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■災害を我がことと考えるための取組

真岡市防災リーダー養成研修のカリキュラムの一環として、
受講者に対し、マイ・タイムライン作成講座を実施した。

真岡市 別紙２－６

令和２年度の取組状況

〇地域における防災のリーダーを育成する真岡市防災リーダー養成研修にて、地域の水害に関するリスクと
避難行動に必要な知識を身に着けるため、マイ・タイムライン作成講座を実施した。

期日：令和2年10月10日(土)
会場：真岡市役所 401会議室
対象者：真岡市防災リーダー養成研修受講者 17名
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１）ハード対策の主な取組

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

防災行政無線の改良、防災ラジオの配布等の整備

令和２年度の取組状況

矢板市 別紙２－１

防災行政無線による情報伝達をさらに充実するため、市内希望者に戸別受信機を配布するため、既設防災行
政無線の改良を実施。
戸別受信機については、令和2年度2000台配布を予定
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■ハザードマップの作成・周知等

矢板市 別紙２－２

令和２年度の取組状況

防災マップを改定し、矢板市防災ハザードマップとして作成。
従来の防災マップは1枚紙のため、無くしやすい、また、縮尺が大きいため見にくい、
との声があったため、冊子型とし、縮尺も見直した。防災に関する情報も掲載する
など、見やすく、使いやすいマップに改良し、7月に全戸配布を行った。

21



１）ハード対策の主な取組

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

令和２年度の取組状況

さくら市 別紙２－１

○防災行政無線の改良、防災ラジオの配布等の整備

〇防災行政無線の戸別受信機貸出を実施
防災無線子局より500m以上離れているなど一定条件を満たす世帯から申請により無償貸与

戸別受信機 令和２年１１月に行政区回覧にて周知
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■ハザードマップの作成・周知等

〇まるごとまちごとハザードマップ整備・拡充
浸水想定深表示板の設置

さくら市 別紙２－２

令和２年度の取組状況

・喜連川地区市街地の電柱に７０ヶ所浸水想定深表示板を設置

×.×

××

想定される浸水想定深（最大）を表示し、実際の高さに青いテープを巻いています。
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

さくら市 別紙２－４

令和２年度の取組状況

○出前講座等を活用した講習会の実施
地域の行政区長で防災講座の実施

• 実施日時 ： 令和２年１１月１０日
• 参加対象 ： 自治会の区長
• 参加人数 ： ４７名

〇さくら市区長会において、自主防災組織、「地区防災計画、我がまち防災マップの説明を実施

説明会写真当日資料（一部抜粋）

• 主な研修内容
・自主防災組織について
・地区防災計画について
・我がまち防災マップについて
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■災害を我がことと考えるための取組

〇ハザードマップの訓練等への活用
地域の実情にあわせた防災計画の作成

令和２年度の取組状況

〇地域の実情にあわせた地区防災計画の作成を実施
• 対象行政区：蒲須坂行政区、喜連川中央行政区
• 実施内容：全４回（講演、避難所運営ゲーム、防災図上訓練）
• 参加人数：延べ約120名

基調講演 グループワーク

さくら市 別紙２－６
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■災害を我がことと考えるための取組

〇ハザードマップの訓練等への活用
防災まち歩きの実施及び我がまち防災マップの作成

令和２年度の取組状況

〇防災まち歩きの実施

ハザードマップに掲載されている危険個所や記載されていない、小さな水路やがけ、倒木の
可能性など、避難経路の確認などを行った。
〇我がまち防災マップの作成
防災まち歩きをもとに地域の防災マップの作成を行った。

• 実施行政区：蒲須坂行政区、喜連川中央行政区

防災まち歩きの様子（喜連川中央行政区） 我がまち防災マップ（蒲須坂行政区）

さくら市 別紙２－６
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２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組

■より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

令和２年度の取組状況

〇自主防災組織の促進及び支援等の検討

〇各自主防災組織に対して、設立後1度のみ50万円を上限として資機材等の購入を支援。
〇各年度ごとに3万円を上限として活動の支援を実施。

自主防災組織資機材購入例（横町行政区）

さくら市 別紙２－７
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

●ハザードマップの訓練等への活用
 ハザードマップを活用した自主防災組織等による避難訓練の実施

下野市 別紙２－４

令和２年度の取組状況

〇鬼怒川と田川の水量が増水し、警戒レベル３になったと想定し、河川流域の地区（鯉沼地
区・川島地区）を対象に、避難訓練及び避難所開設訓練を実施した。

実施日：令和２年８月３日（月）午前９時から正午まで
場 所：ふれあい館（第１避難所） 下野市三王山698-5
参加者：鯉沼自治会 ５名 川島自治会 １４名

下野市消防団 ２名 避難所担当職員 １３名
保健師 ３名 ふれあい館職員 ３名
災害協力協定締結業者 ３名（セッツカートン株式会社） 避難者受入訓練の様子

市民生活部長 １名 安全安心課職員 ５名
合計 ４７名

内 容：①避難所開設準備訓練
②避難訓練
③講話（下野市避難所運営マニュアルに沿って）
④避難者受け入れ訓練
⑤避難所割り振り訓練
⑥資機材取り扱い訓練（段ボールベッド、パーテーション、避難ルーム、簡易ベッド）
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■避難勧告の発令に着目したタイムラインの作成

●マイタイムライン作成講座の実施

上三川町 別紙２－３

令和２年度の取組状況

小学生を対象としたマイタイムライン作成講座を実施し、水害に対す
る防災知識の普及を行った。

〇期日：令和２年１０月２６日（月）
〇場所：坂上小学校
〇参加人数： ４年生１８名
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

●防災講座の実施

上三川町 別紙２－４

令和２年度の取組状況

防災知識の普及啓発をするため、防災講座を実施した。平常時に備
えておいてほしい備蓄物資等の紹介や、タイムラインを使用して避難
する際の行動等説明を行った。

〇期日：令和２年９月１１日（金）
〇場所：中央公民館
〇参加人数：１５名
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■共助の仕組み強化のための取組

●自主防災組織による避難所運営図上訓練の実施

上三川町 別紙２－５

令和２年度の取組状況

自主防災組織役員を対象に避難所運営を想定した図上訓練（HUG）を実施した。
地域における防災意識の向上（避難所の自主的な運営）を図ることに繋がった。

〇期日：令和２年９月６日（日）
〇場所：役場大会議室
〇参加人数：３２名
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２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組

■より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

●災害図上訓練の実施

上三川町 別紙２－７

令和２年度の取組状況

風水害を想定した図上訓練を実施した。訓練では、避難情報の発令や道路冠水等に伴う
職員の対応など、様々な状況を付与することで、職員の災害対応力向上を図った。

〇期日：令和２年７月２１日（火）
〇場所：役場中会議室
〇参加人数：３５名
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■災害を我がことと考えるための取組

水防災意識強化週間に水防災に関するポスター及びパンフレット掲示

益子町 別紙２－６

令和２年度の取組状況

9月3日から9月11日において，益子町役場入口ホールで水防災意識強化
週間のポスター及びパンフレット掲示した。
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■ハザードマップの作成・周知等

●ハザードマップの作製・周知
 洪水ハザードマップを印刷した「うちわ」を配布し、住民へ周知

芳賀町 別紙２－２

令和２年度の取組状況

〇町内エリア別の洪水ハザードマップを印刷した「うちわ」を作成し、自治会を通じて全戸に配布するこ
とで、防災意識の高揚を図った。
2020年10月 全戸配布
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

●小中学生を対象とした防災教育の実施及び教員へのサポート
 小学生を対象とした防災教育の実施

芳賀町 別紙２－４

令和２年度の取組状況

〇災害の種類や町の取組を説明し、地域での助け合いや自分の命は自分で守ることの大切さについ
て授業を行った。
2020年10月29月 芳賀北小学校 ４年生
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２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組

■より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

●自主防災組織の促進及び支援等の検討
 町と自主防災組織の合同による防災訓練の実施

芳賀町 別紙２－７

令和２年度の取組状況

〇大規模災害の発生を想定し、町災害対策本部と自主防災組織による合同防災訓練を実施し、情報
伝達訓練や避難所開設訓練を行った。
2020年10月4月 町及び１４自主防災組織
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１）ハード対策の主な取組

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

●防災行政無線の改良、防災ラジオの配布等の整備
防災行政無線の改良、防災ラジオの配布等の整備

令和２年度の取組状況

塩谷町 別紙２－１

〇防災行政無線の屋外スピーカーを補完するシステムの導入

・戸別受信機の貸与（約400台）（今後も継続）
・スマートフォンアプリへの情報配信
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■ハザードマップの作成・周知等

●ハザードマップの作成・周知
想定最大外力にもとづいた洪水を対象に、洪水ハザードを策定する

塩谷町 別紙２－２

令和２年度の取組状況

〇防災ハザードマップの作成、周知
・鬼怒川浸水想定区域図
・荒川（県管理河川）の上流部のダム放流時の浸水想定図
・土砂災害警戒区域 等掲載
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

●小中学生を対象とした防災教育の実施及び教員へのサポート
小中学生を対象に防災教育の実施や授業への組込みの際の教員へのサポートを実施

塩谷町 別紙２－３

令和２年度の取組状況

小学校4年生の社会科の授業時に、町の防災対策と題して出前講座を実施
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■共助の仕組み強化のための取組

●地域包括支援センター・ケアマネージャーと連携した水害からの高齢者の避難行動の理解促進に向けた
取組の実施
ケアマネージャーへハザードマップ等の説明の実施

塩谷町 別紙２－４

令和２年度の取組状況

ケアマネジャー、地域包括支援センター職員を
対象に、ハザードマップや戸別受信機の
説明会を行い、高齢者等への周知を図った。
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■災害を我がことと考えるための取り組み

●水防災意識強化週間における集中的な水防災に関する普及・啓発活動の実施
水防災意識強化週間に水防災に関するパネル展を実施

塩谷町 別紙２－５

令和２年度の取組状況

パネル展の実施

８月２８日から９月１０日

道の駅湧水の郷しおや
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２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組

■より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

●関係機関が連携した実働水防訓練の検討・実施

塩谷町 別紙２－６

令和２年度の取組状況

・水防訓練（土のう）作成

令和元年東日本台風時に土のうが不足したことから、
出水期前に消防団の訓練として、
町内３箇所で土のうを作成し備えた。
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１）ハード対策の主な取組

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

●防災無線デジタル化工事の実施
避難所間の情報ネットワークの強化、要配慮者等への戸別受信機の無償貸与等により避難行動の促進

令和２年度の取組状況

高根沢町 別紙２－１

〇令和元年度から令和２年度にかけて防災無線のデジタル化工事を実施。
（令和３年３月完成予定）
〇町役場と町内16カ所ある指定避難所で情報ネットワークを形成し、災害時にお
ける避難所間の連絡体制を強化した。

〇屋外拡声子局での防災無線の放送に加えて要配慮者等に対して戸別受信機
を無償貸与し、避難に時間がかかる方へ情報提供を迅速に行い避難行動を促
進する。

避難所にIP電話や
FAX等を設置 無償貸与の戸別受信機
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

●逃げ遅れゼロに向けた防災教育
町立小中学校の児童生徒を対象に「マイ・タイムライン作成講座」を開催

高根沢町 別紙２－４

令和２年度の取組状況

〇町地域安全課の職員が講師となり、町内の小学5年生と中学１年生を対象に「逃げキッ
ド」を使用した「マイ・タイムライン作成講座」を開催。

〇今年度は、新たにマイ・タイムライン認定講座を受講した町内の防災士が講師となり、作
成講座を実施。来年度も開催予定。

2020年7月9日 町立阿久津中学校 1年生対象
2020年8月26日 町立上高根沢小学校 5年生対象
2020年9月11日 町立北小学校 5年生対象
2020年9月16日 町立中央小学校 5年生対象
2020年10月14日 町立東小学校 5年生対象
2020年10月27日 町立北高根沢中学校 1年生対象
2020年12月4日 町立西小学校 5年生対象
2020年2月上旬 町立阿久津小学校 5年生対象
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１）ハード対策の主な取組

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

●危機管理型水位計の設置
 洪水時の河川監視体制の強化

令和２年度の取組状況

栃木県 別紙２－１

水位センサー設置箇所

〇洪水時のみの観測に特化した危機管理型水位計を設置し、きめ細かく水位観測をすることにより、
洪水時の河川監視体制の強化を図り、住民の防災行動に役立てる。
・H３０年度 小貝川外１８箇所設置
・R１年度 五行川外２２箇所設置
・R２年度 五行川外４８箇所設置

一級河川五行川 昭和橋（真岡市飯貝）
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１）ハード対策の主な取組

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

●簡易型河川監視カメラの設置
 洪水時の河川監視体制の強化

令和２年度の取組状況

栃木県 別紙２－２

〇常設水位計や危機管理型水位計等の水位情報に加え、画像情報が乏しい中小河川に簡易型河川
監視カメラを設置することで、洪水時の河川監視体制の強化を図り、住民の防災行動に役立てる。
・R１年度 五行川外２１箇所設置
・R２年度 田川外３４箇所設置

一級河川田川 町田橋（下野市町田） 町田橋に設置したカメラの映像（川の水位情報より）
【URL】 https://k.river.go.jp
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

●出前講座等を活用した講習会の実施
 県政出前講座等の実施

令和２年度の取組状況

〇県職員が講師となり、学生や防災士を目指す県民を対象に、県の防災・減災に関する取組などに
ついて説明し、防災・減災に対する理解促進・意識啓発等を図った。

2020年 8月 宇都宮大学の学生 約20名
2020年 11月 宇都宮北高校の学生 約1,000名
2020年 12月 作新学院大学の学生 約10名

栃木県 別紙２－３
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２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫による被害の軽減、避難時間確保ための水防活動の取組

■より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

●自主防災組織の促進及び支援等の検討
 自主防災組織リーダー育成研修会の実施

令和２年度の取組状況

自主防災組織等の指導的立場にある方を対象とし、知識、技能を習得していただくとともに、その役
割についての自覚を高め、地域における自主防災組織活性化のために活躍できる人材の養成のた
め、講演やグループワークを実施した。

第1回 令和2(2020)年 9月29日（火曜日）～30日（水曜日）栃木県庁（宇都宮市）
第2回 令和2(2020)年10月 8日（木曜日）～ 9日（金曜日）佐野市勤労者会館（佐野市）
第3回 令和2(2020)年10月15日（木曜日）～16日（金曜日）さくら市喜連川公民館（さくら市）

参加者 合計107名

栃木県 別紙２－４
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■避難勧告の発令に着目したタイムラインの作成

●短時間判断等の上流域の特徴を考慮したタイムラインの更新及び実践的な訓練の検討
 限られた時間での避難勧告等の判断を行うことを想定した、タイムラインの更新、実践的な訓練の検討

宇都宮地方気象台 別紙２－１

令和２年度の取組状況

〇県が市町防災主管課担当を対象に行う「防災気象情報に関する研修会」にて、気象
防災ワークショップ（中小河川洪水災害編）を実施。
気象情報を適切に使い、的確なタイミングで防災体制の強化や迅速な避難情報の
判断ができるよう基本的な対応を理解。（9月30日）

防災気象情報に関する研修会（R2.9.30：県庁） 洪水災害を想定しグループワークで防災体制を検討
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■避難勧告の発令に着目したタイムラインの作成

●気象情報発信時の「危険度の色分け」や「警報級の現象」等の改善（水害時の情報入手のし易さをサポート）

宇都宮地方気象台 別紙２－２

令和２年度の取組状況

〇台風接近時の防災行動計画（タイムライン）に沿った対応を効果的に支援するため、24時間以内
に台風に発達する見込みの熱帯低気圧の予報を、1日先までから5日先までに延長（９月９日）

これまでこれまで
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■避難勧告の発令に着目したタイムラインの作成

●気象情報発信時の「危険度の色分け」や「警報級の現象」等の改善（水害時の情報入手のし易さをサポート）

宇都宮地方気象台 別紙２－３

令和２年度の取組状況 大雨特別警報解除後の洪水への警戒呼びかけの改善

警報への切替に合わせて今後の洪水の見込み
について情報を発表

大雨特別警報解除後の洪水への警戒を促すた
め、特別警報の解除を警報への切替と表現

メディア等を通じ住民へ適切に注意喚起

今後の洪水の見込みを発表し、引き続き洪水の危険
があること、大河川においてはこれから危険が高まる
ことを注意喚起

警報への切替に先立って本省庁の合同記者会見等を
開催することで、メディア等の協力を得て住民に警戒
を呼びかける（ＳＮＳや気象情報、ホットライン、ＪＥＴＴによる解説な

どあらゆる手段で注意喚起）

★気象庁ホームページにおける「河川氾濫に関す
る情報」は「府県気象情報」で確認
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

●水防災に関する説明会の開催
 水防災に関する説明会を開催

宇都宮地方気象台 別紙２－４

令和２年度の取組状況

〇台風の接近等に伴う影響や防災上の留意事項等について、台風説明会（気象台・
県庁）を開催し関係機関に注意・警戒を呼び掛け解説資料を提供。
（令和２年度 １回実施（資料送付２回）。

〇関係機関と連携した防災対応を行うため、毎年出水期前に防災気象連絡会議を開催。
（令和２年度 ７月１５日実施）

台風第12号説明会（R2.9.23：気象台） 栃木県防災気象連絡会（R2.7.15：県庁）
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

●小中学生を対象とした防災教育の実施及び教員へのサポート
 小中学生を対象に防災教育の実施や授業への組込みの際の教員へのサポートを実施

宇都宮地方気象台 別紙２－５

令和２年度の取組状況

〇小中学校に職員を派遣し、防災知識に関する普及啓発を実施。（1件）
〇気象台に小中学校の見学を受け入れ、気象や防災に関する説明を実施。（1件）
〇学校や教育機関に職員を派遣し、教員を対象とした防災に関する講話を実施。（1件）

とちぎ子どもの未来創造大学の体験気象学（R2.11.28気象台） 観測機器が置かれた露場で雨量計の仕組みを理解
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

●小中学生を対象とした防災教育の実施及び教員へのサポート
 小中学生を対象に防災教育の実施や授業への組込みの際の教員へのサポートを実施

宇都宮地方気象台 別紙２－６

令和２年度の取組状況

～台風･豪雨から「自らの命は自らが守る」基本的な知識ととるべき行動を学ぶ

eラーニング教材「大雨のときにどう逃げる」の提供
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

●出前講座等を活用した講習会の実施
 出前講座等の要望があれば積極的に参加し、防災知識の普及啓発活動等の支援を実施

宇都宮地方気象台 別紙２－７

令和２年度の取組状況

〇防災対応研修会において、気象庁が発表する防災気象情報について普及啓発を
実施。（６月１９日上三川町）
〇市民講座等の開催に職員を派遣し、講習会において防災気象情報の普及啓発を
実施。（10月7日）
〇自主防災組織の研修会や防災士養成講座に職員を派遣し、防災気象情報の普及
啓発を実施。（１１月７日、９日）
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

関東地方測量部 別紙２－４

令和２年度の取組状況 「自然災害伝承碑の地図化を通じた災害教訓の周知・普及」の取組

R2.12.16現在

掲載数
協議会 市町村名 掲載数

上流 さくら市 １基

下流 龍ケ崎市 ２基

下流 常総市 ６基

合計 ９基

●小学生を対象とした防災教育の実施
小学校の総合学習授業の中で、水災害教育に取り組んでいく

国土地理院では、令和元年度から
災害教訓の伝承に関する地図・測
量分野からの貢献として、過去の自
然災害に関する石碑やモニュメント
など「自然災害伝承碑」を地形図
等に掲載していきます。これにより、
過去の自然災害の教訓を地域の
方々に適切にお伝えするとともに、
教訓を踏まえた的確な防災行動に
よる被害の軽減を目指します。

取組目的

国土地理院では、令和元年６月から「地理院地図」において、全国各地に建立され
ている自然災害伝承碑に関する情報（位置や伝承内容など）を公開しています。

表示イメージ

アイコンをクリック
すると碑名や災害名
が表示

写真をクリックする
と伝承内容や拡大写
真が表示

※自然災害伝承碑を示すアイコン

56



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

関東地方測量部 別紙２－４

令和２年度の取組状況 地理院地図の使い方を解説する動画を作成、公開

●小学生を対象とした防災教育の実施
小学校の総合学習授業の中で、水災害教育に取り組んでいく

動画をクリックすると
「地理院地図」での災害
時の写真や地図の見方を
詳しく解説します。

学校の地理・防災教育で活用してもらえるよう、国土地理院では「地理院地図」の使い方を説明し
た動画を作成、公開しました。

ここをクリック
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

関東地方測量部 別紙２－４

令和２年度の取組状況 水防災意識強化週間におけるパネル展示

●普及・啓発活動
水災害を風化させないための普及・啓発活動の取組み

展示パネル

関東地方測量部 地図と測量の科学館

水防災意識強化週間の普及・啓発活動の取組として、関東地方測量部及び国土地理院「地図と
測量の科学館」でパネル展示を行いました。
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